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1.本 稿 の 目 的

筆者 は,2003年 度 か ら,北 海道 東部の十勝平野周辺域 におけ る石器石材 についての野外調査 を開

始 した。 この調査研 究は,十 勝平野 の旧石器時代石器 群 にお いて,黒 曜石 以外 に硬質頁岩 やチ ャー

ト,メ ノウ,碧 玉,安 山岩な どの利用 の重要性 を再確 認(高 倉2003)し た ことに端 を発 して いる。

黒曜石 と比 して,こ れ らの石器石材 に関す る研究 は,著 しい立ち後れをみせて いる。北海道 内に石器

石材 として利用可能な岩体 が,ど こに,ど のよ うな状態 で分布 しているのか,と いった基礎 的な情報

が,ま ず は望 まれて いるのが現状 といえよう。 そ うした情報 の集積は,ラ イ フ ・ヒス トリー復元 を 目

的 とする石器群 の記載 ・分析に,何 らか の新たな知見 をもた らす にちがいない。

すで に公表 している前稿(高 倉2005)で は,十 勝平野 の東側 に位置す る白糠丘 陵南縁部の珪質堆

積岩の分布 ・産状 に関 して報告 をお こな った。 本稿では,第 二報 として,十 勝平野南部に分布す る堆

積岩 について,同 様 に分布 ・産状 に関す る報告をお こなって いくこととしたい。

十勝平野南部のなかで も,豊 頃丘 陵 忠類丘陵,紋 別 一広 尾丘陵(岡2001),大 樹台地,光 地 園台

地 にかけての一帯は,他 区域 と比較 して も新第三 系の層序は揃 っている。そ のため古 くか ら様 々な地

質学的調査 ・研究がな されてきた。本稿で

は,先 行研究な らび に筆者がお こな って き

た現地調査 の結果 をふ まえ,十 勝平野南部

で もとくに豊頃丘陵や忠類丘 陵 紋別 一広

尾丘陵に分布す る新第三系の硬質頁岩,先

新第三系のチャー トが,石 器石材研究 の対

象 としては重要な意味 をもつであろうと考

え,こ こで取 り上げる こととした。 これ ら

の岩石は,石 器石材 としての利用が充分 に

想定可能なものである。本稿で主な記載の

対象とする,牛 首別川と生花苗川によって

開析されている豊頃丘陵の中 ・南部,ア イ

ボシマ川によって開析されている忠類丘

陵,な らびに歴舟川の西側に所在する紋別

一広尾丘陵の位置については
,図1を 参照

されたい。

図1調 査対象区域の位置
松井ほか(1978)お よび

山口ほか(2003)に 一部加筆

※北海道大学埋蔵文化財調査室
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十勝平野周辺における石器石材の分布と産状(2)

2.十 勝平野南部 における石器石材の分布と産状

十勝平野南部 における地形面 区分な らびに地質概略 につ いては,図2・3を 参照されたい。 当該地

域 の地 形 ・地 質 に 関 して は,松 井 ほか(1978),Yamaguchi(1982),岡(2001),山 口ほか(2003)

で,そ れ までの研 究成果 を整理 しつつ体 系的な概観が試み られている。以下 に示す本稿 の記述 も,こ

れ らの文献での記載に多 くを依拠 している。

1)紋 別 一広尾丘陵の堆積岩

紋別 一広尾丘陵は,西 側が 日高山脈,東 側が光地園台地や大樹台地 に接する丘陵である。紋別川や

豊似川,野 塚川な どが西か ら東方向へ流れ て丘陵 を開析 している。東 に接する大樹台地 は,歴 舟川や

紋別川 の作用 によ り形成 された扇状地性 の台地 とされ,光 地園台地 は,古 期扇状地 の名残 とされてい

るが,元 来 は池 田層最上部 の堆積面で,起 源 は前期 更新世末 にさかのぼ る可能性 が指摘 され ている

(岡2001)。

本丘陵および周辺 の台地 には,松 下ほか(1979)や 岡(2001)が 整理する ところによれば,砂 岩 ・

粘板岩 を主体 とし,凝 灰岩 ・礫岩 ・シル ト岩 ・チ ャー トが挟在 し,岩 相 にもとついて三つの部層に分

かれ る先 白亜紀 の 日高累層群 のヤ オロマ ップ川層(酒 匂 ほか1963,秋 葉 ほか1975,紺 谷1978),新

□ 丘陵地(氾濫原を含む)麗 睡 頃面 固 光地園面 團 懇 麟 鴇

囮 鍔 譲 病 醜 朝晒及び晩成噸 囮 拓」ヒ面 囮 忠顯 及び相保顯

國 尾・面及び止着面 圖 鵬 辮 区ヨ 大樹面及び・札内面 「 」 五万分の一地質図幅

図2十 勝平野南部の地形面区分図
山口ほか(2003)に 一部加筆
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第三系 としては,歴 舟川相川橋付近や 中ノ川流域 に局所的 に露出 している玄武岩質溶岩 と緑色凝灰角

礫岩か らな る歴舟緑色凝灰岩 層(菅 野ほか1972,宮 坂 ほか1978a),礫 岩 や礫 砂岩互層,砂 岩か らな

るペルプネ層(根 本 ほか1933,宮 坂 ほか1978a)・ チ ャー トや砂岩,粘 板岩 か らなる 日方川層(根 本

ほか1933,鬼 塚1962,宮 坂 ほか1978a)・ 主 にシル ト岩か らな るヌピナイ層(根 本 ほか1933,宮 坂 ほ

か1978a)に よって構 成 され る,歴 舟 川 ・中 ノ川流 域 に主 な分布域 を示す ヌピナイ 層群(宮 坂 ほか

1978a,松 下 ほか1979),硬 質 頁岩や シル ト岩 を主 とする尾 田村 層(根 本ほか1933,菅 野 ほか1972,

松井ほか1974,松 下 ほか1979)・ 礫岩～砂岩～シル トへ と細粒化す る級化成層 を示す,歴 舟川下流右

岸の支流域 に分布 す る豊似川 層(根 本 ほか1933,菅 野 ほか1972,松 井 ほか1974)・ シル ト岩 か らな

り,歴 舟川や紋別川流域 の紋別 一広尾丘陵 生花苗川や湧洞川流域 の豊 頃丘陵 といった比較 的広範 囲

に分布 が確 認されている大樹 層(根 本 ほか1933,菅 野 ほか1972,松 井 ほか1974)か ら構成 され る大

樹層群(根 本 ほか1933,宮 坂 ほか1978a),第 四系の分布 が,先 行研究 によ り確認 されて いる。

□ 沖積層 圏 雛 霊灘 覇物及び■ 霧 融 ウ層●慶 隣 段丘堆積物[翌 醐 扇状雌積物

巨ヨ 長流枝内層及び美川層巨ヨ池田層 □ 欝編 ヨウフシ層魍 大樹層 囮 簑激1留 村層

懸 鞭 謄 層)及ひ 圃 構 鷹 馳壽 圖 蜷雛 讐及び歴舟團 豊頃層及び日高累層群/背 斜

〉ζ向斜/断 層//融 「 」五万分の一地質図幅

図3十 勝平野南部の地質概略図

山口ほか(2003)に 一部加筆
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尾 田か ら幸徳 にかけて の一帯,お よび大全南 のパ ンケタイキ川 ・ペ ンケタイキ川流域 には,ペ ルプ

ネ層,ヌ ピナイ層,豊 似川層,大 樹層の岩体が観察で きる露頭 が散在 して いる。 これ らの岩体ではシ

ル ト岩や砂岩が産出 しているが,い ず れ も粗粒で脆 く,風 化す る とサイ コロ状 もしくは葉片状 に破砕

しやす い。そのため,礫 石器 を除き石器石材 として の利用を想定す る ことは困難である(写 真1)。

そ のなかで尾田村 層か らは,珪 質で,硬 く緻密な硬質頁岩が産 出す る。歴舟川尾田橋付近 に模式的

な露頭が ある(写 真2・3)。 下部 にはヌピナイ層が あ り,そ の上部 には砂岩 と軟質 シル ト岩の互層,

そ して板状 の軟質 シル ト岩 と厚 さ約10～20cmの 硬質頁岩の互層へ と続 いてい く。単層の状態で確認

された硬 質頁岩は,風 化 面が暗褐 色 を呈 し,節 理 が著 しく発達 して いるため,10cm前 後 のサイコ ロ

状に破砕 しやすい石質 を示す。 良質 の硬 質頁岩は,露 頭 の下部 のシル ト層中か ら団塊(ノ ジ ュール)

の状態で産 出する(写 真4)。 団塊 は,凝 灰岩質 の皮殻 によって覆われてお り,内 部 は暗褐 色～褐 灰

色の色調 を呈する。 一・つの母岩のなかで色調の変異はそれ程認め られな い。採取できたもののサイズ

は,最 大長がお よそ15～30cmで あった。部分的 に節理が発達 しているため,石 質が均質 とはいいが

たいが,石 器石材 としての利 用が充分 に可能な ものといえる(写 真5)。 尾田村層は,尾 田橋付近の

他,尾 田橋 よ り南方,大 全南部 に約2kmの 範囲で帯状 に分布 して いる。分布範囲内 には,歴 舟河 支

流 のペンケ タイキ川が流れて いる。

2)豊 頃丘陵 ・忠類丘 陵の堆積岩

豊 頃丘陵 と忠類丘陵は,南 北性の地体構造 区分 の枠組み にもとつ くな らば,常 呂帯 と呼ばれ る構造

単元 の南部 に位置する。 当該地域の地質は,豊 頃丘陵 の中央部に分布す る先第三系の仁 頃層群 に対応

する豊頃層 を中核 とし,そ れ を取 り巻 くよ うに新第三系の泥質岩相が分布す る。豊頃丘 陵では,北 方

向へ牛首別川,東 南方 向へ湧洞川,生 花苗川が流下 して いる。忠類丘陵では,ア イボシマ川 とメム川

が南東方 向の太平洋へむけて流下 している。両丘陵 ともに河川の開析 は進んでお り,細 かな樹枝状パ

ター ンの水系模様 を示す。丘 陵頂面の標高 は100～250mで ある。忠類丘 陵は,本 来,地 質構造 的 に

は豊頃丘陵 の一部であったが,河 川浸食によ り後期更新世以降に切 り離 されて しまったものと考え ら

れている(岡2001)。

豊頃丘陵 忠類丘陵およびそれ らの周辺域 には,山 口ほか(1989・2003)が 整理す ると ころによれ

ば,玄 武岩質の火山噴出岩 を主 とし,チ ャー ト,砂 質泥岩,そ れに レンズ状の石灰岩 を伴 う先新第三

系の豊 頃層(根 本 ほか1933),小 川や牛首別川の支流域に主に分布 して いる赤石沢層(一 般的 に暗灰

色 一灰色泥岩,青 灰色一淡灰色砂岩,暗 灰緑色 一帯緑黒色礫岩か ら岩相がな っているが,側 方変化が

著 しい)と 当縁川支流の上流左岸か ら小川上流域 に主 に分布 している当縁層(砕 屑性堆積岩が ほとん

ど認め られず,火 山岩類 を主 とす る)か らな る十勝忠類 層群(Yamaguchil982,山 口ほか2003),角

礫岩 か ら砂岩優勢の泥岩 まで上方細粒化 の級化成層 を示す砂岩部 層 と,下 部の砂岩部層 か ら漸移する

泥岩部層 に分 けられ,生 花苗川上流域か らコイ カクシュ トープイ川 にか けて,そ してアイボ シマ川流

域に分布す る大川層(鬼 塚1962,山 口1970)・ 硬質泥岩相や礫岩相,硬 質泥岩 シル ト岩互層相 に分け

られる生花苗層(根 本ほか1933,鬼 塚1962)・ 塊状 シル ト岩を主 とし,青 灰色の細粒砂岩や 白色の細

粒 凝灰岩 の薄層が ときに挟 まる大樹 層(根 本 ほか1933)か らな る牛 首別川層群(Yamaguchi1982),

塊 状の泥質細粒砂岩 を主 とし,湧 洞川左岸や 生花苗川下流 左岸 に分布す る糖 内層及びチ ョウブシ層

(松野1962,宮 坂 ほか1978b)・ 一・般 に固結度 の低 い細 一中粒砂岩,泥 質砂岩 を主 とし,当 縁川支流の

コ イ カ ク シ ュ トー プ イ 川 右 岸 流 域 に点 在 し て い る駒 畠 層(松 井 ほ か1970,宮 坂 ほか1978b,

Yamaguchil982)・ 中粒砂岩か らな り,粘 板岩 の 円礫 を含 む ことが多 く,十 勝 川左岸丘陵地帯や 当縁

川支流域 に分布 している長流枝内層(松 井 ほか1970,山 口ほか1973)か らなる十勝層群(Yamaguchi
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1982),第 四系の分布が,様 々な先行研究によって確認されている。

筆者が集中的に調査を実施 した生花苗川流域,湧 洞川流域か ら牛首別川流域にかけての豊頃丘陵

中 ・南部,ア イボシマ川流域の忠類丘陵には,当 縁層,大 川層や大樹層の岩体を良好に観察すること

ができる露頭が散在している(写 真6)。 しかし,そ こで観察できた泥岩やシル ト岩は,全 般に塊状

で粗粒なため,著 しく脆 く,風 化すると角張ったサイコロ状の細片に砕ける,と いった石質を示す。

そのため,礫 石器を除き,石 器石材としての利用を想定することは困難である。火山岩類 も緻密堅硬

なことから石器石材としては不適と思われる。

こうしたなかで,生 花苗川支流の三の沢流域,ヨ コベツの沢,牛 首別川支流の小川流域や久保川流

域(支 流のオタ トンベ沢流域でいくつか良好な露頭がある。写真7・8参 照),湧 洞川支流のニベッ

ベッ川流域に分布する生花苗層硬質泥岩相には,泥 岩や砂岩,泥 岩 ・砂岩互層といった多様な岩相が

みられるなかで,硬 質頁岩の産出が確認できる。生花苗層の硬質泥岩相は,道 道生花一大樹線以北で

卓越 してお り,そ れ以南では貧化して尖滅 し,逆 に礫岩相が卓越する(岡1979)。

三の沢左岸に分布する露頭では,若 干粗粒ではあるが,珪 質で,硬 く緻密な硬質頁岩の層(厚 さ約

0.5～1m)が,比 較的軟らかい砂岩層に挟まれて観察できる(写 真9)。 露頭下では20～30cm程 度

のサイズの岩屑が採集可能である。硬質頁岩の色調は,風 化面で褐灰色～灰褐色を呈 し,節 理はそれ

程顕著には発達していない。石質は均質 といえる。サイコロ状もしくは葉片状に破砕 しやすい板状 ・

塊状泥岩,比 較的軟らかい砂岩は,石 器石材としては不適と思われるが,生 花苗層から産出する硬質

頁岩は,石 器石材としての利用が充分に想定できる程度の石質を示 している。生花苗流域や牛首別川

流域では,と くに小規模な支流の河原では,若 干粗粒のものを含め,石 質は均質で,全 般に珪質化が

進んでいる硬質頁岩の角礫を採集することができる(写 真10・11)。 割れ面の色調は褐灰色～灰褐色

を呈する。一つ の母岩のなかでは色調の変異はほとんど認められない。なお,粗 粒なものほど色調は

灰褐色を呈する傾向があり,石 質や色調に同一産 出地内で変異が認められることは注意を要しよう。

この他に注目すべきものとして,豊 頃層産出のチャー トがあげ られる。残念ながら筆者の調査で

は,豊 頃層のチャー トの岩体は,小 川上流域の小規模な露頭で僅かに確認したにとどまってお り,ど

のような産状で産出するのかについて,詳 しい観察はできていない。豊頃丘陵の中央部に分布する豊

頃層の分布域を通過 して流下する生花苗川の支流では,豊 頃層由来と考えられるチャー トの礫がまと

まって採集できる。採集された礫のサイズは,約20～40cmで ある。割れ面は淡褐色～青灰色の色調

を呈 し,節 理がやや発達する(写 真12)。 きわめて緻密堅硬ではあるが,石 器石材として利用可能な

石質を有しているものといえる。

3.ま とめと今後の課題

小稿では,十 勝平野南部の堆積岩に関する地質学的研究成果を概観するとともに,野 外調査の実施

によって得 られた岩相や産状に関する記載の整理をおこなってきた。その結果,硬 さ ・均質さ ・珪質

化 ・節理面発達の程度からみて,石 器石材として利用可能な硬質頁岩が,豊 頃丘陵に主に分布する生

花苗層,な らびに紋別一広尾丘陵に分布する尾田村層から産出していることを確認した。また,豊 頃

丘陵の豊頃層から産出するチャー トも,硬 質ではあるが石器石材としての利用が充分に想定可能なも

のであり,注 目すべきである。硬質頁岩に関しては,団 塊ないしは層の状態で産出が確認されたが,

今後石器群における自然面の記載をお こなうのにあたっては,こ うした産状の違いを考慮にいれた方

法をとる必要性があろう。生花苗層産出の硬質頁岩と尾田村層産出の硬質頁岩では,産 状に違いが認

め られたものの,硬 さ ・均質さ ・節理 ・珪質化といった石質,色 調に関して,顕 著な差異を見出す こ

15



十勝平野周辺における石器石材の分布と産状(2)

とは困難であった。 しかし,前 稿(高 倉2005)で 報じた白糠i丘陵南縁部の厚内層群から産出した黒

褐色～極赤褐色を主な色調とする硬質頁岩とは,色 調などの点で,現 段階で得 られた試料の範囲内で

は区分が可能である1)。

ここまで筆者は,前 稿および本稿において,十 勝平野周辺域のうち主に南東～南部の石器石材につ

いて検討をおこなってきた。しかし,十 勝平野内に位置する様々な時期の石器群の石器石材を考えて

いくうえでは,北 ～北東部を中心に分布する火成岩も重要な意味をもつ。次には,こ れらの区域の岩

石についても取 り上げていくことにしたい。

本稿をまとめるにあたっては,北 海道立地質調査所の岡孝雄氏,帯 広百年記念館の山原敏朗氏より

御教示を賜った。記して御礼申し上げたい。なお本研究は,筆 者に交付された平成15～16年 度科学

研究費補助金若手研究B(課 題番号:15720178)に よる研究成果の一部である。

註

1)石 材標本については別途何らかの形で公表することにしたい。
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付記

高倉 純,2005,「 十勝平野周辺域 にお ける石器石材 の分布 と産状(1)一 白糠丘 陵南縁部厚 内層群 産

出の珪質堆積岩 一」 『帯広百年記念館紀要』23:25-34に お ける誤字 ・誤植 を以下 に訂正する。

29頁34行 目(誤)「(Loc.2:写 真4)」 →(正)「(Loc.2:写 真6)」

41行 目(誤)「(写 真5)」 →(正)「(写 真4)」

30頁2行 目(誤)「(Loc.4:写 真6)」 →(正)「(Loc.4:写 真5)」

33頁 写真キ ャプ ション

(誤)「 写真4乙 部川上流の河原Loc.2(硬 質頁岩 が採集 できる)」 →(正)「 写真4オ コ ッペ沢

川下流Loc.3(シ ル ト岩 の産状)」

(誤)「 写真5オ コッペ沢川下流Loc.3(シ ル ト岩 の産状)」 →(正)「 写真5オ コ ッペ沢川 上流

Loc.4(シ ル ト岩 と硬質頁岩 の互層)」

(誤)「 写 真6オ コ ッペ沢川上流Loc.4(シ ル ト岩 と硬質頁岩 の互 層)」 →(正)「 写真6乙 部川

上流 の河原Loc.2(硬 質頁岩が採集 できる)」
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写真1

大全南,明 光橋付近のヌピナイ層(シ ル ト岩)
写真2尾 田橋付近の尾田村層

写真3尾 田村層における硬質頁岩層の産状

、

写真4尾 田村層における硬質頁岩の団塊

写真5尾 田村層産出の硬質頁岩 写真6小 川上流域の大川層泥岩部層
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写真7オ タ トンベツ沢流域の

生花苗層泥岩部相(1)

写真8オ タ トンベツ沢流域の

生花苗層泥岩部相(2)

写真9三 の沢左岸の生花苗層における

硬質頁岩の産状

写真10三 の沢左岸で採集 した

生花苗層由来の硬質頁岩

写真12牛 百別川支流で採集 した

生花苗層由来の硬質頁岩

写真13基 線の沢で採集 した

豊頃層由来のチャー ト
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